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こ
の
ほ
ど
、
市
で
は
今
後
更
に
高
ま
る
高
齢
者
の

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
要
望
に
こ
た
え
る
た
め
「
宇

治
市
老
人
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
｀
し
た
。
こ
の
計
画

は
、
市
内
の
高
齢
化
の
動
向
や
平
成
十
一
年
度
ま
で

の
五
年
間
を
目
標
に
し
た
施
設
の
整
備
や
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
量
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
現
況

な
ど
を
表
し
た
も
の
。
市
で
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
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寝
た
き
り
な
ど
介
護
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
も
そ
れ
に
伴
な
っ

て
増
加
し
ま
す
。
加
え
て
、

核
家
族
化
、
女
性
の
社
会
進
出

な
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に
よ
り
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家
庭
で
の
介
護

が
難
し
く
な
っ
て
お
り
、
高
齢

者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ

は
今
後
急
速
に
高
ま
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
。

　
こ
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で
原
案
を
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っ
て
い
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だ
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、

こ
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

健
康
で

ゆ
と
り
あ
る
生
活
を

　
こ
の
計
画
は
国
の
長
寿
社
会

対
策
へ
の
指
針
「
ゴ
ー
ル
ド
プ

ラ
ン
」
に
祠
つ
き
、
市
の
長
寿

社
心
一
プ
ラ
ン
（
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ

－
一
一
一
丁
ぞ
帽
１
　
ご
馴

團
牌
因
脂
沁
Ｔ
１
　
凱

－
贅
鹸
輩
莞
大
尽

焦
　
プ
ラ
ン
）
の
基
本
目
標
の
一
つ

壽
　
「
健
康
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活

隨
づ
５
」
を
目
指
左
む
官

移推の□人者齢高の市治宇

は
六
十
歳
以
上
の
人
を
対
象
に

平
成
四
年
八
月
に
要
援
護
老
人

を
対
象
に
、
実
施
し
た
高
齢
者

実
態
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

平
成
十
一
年
に
お
け
る
人
口
動

数
設

施の在
現

は
内３ぐ

数標目
設

施の度年
１
－
１

成平

　
　
　
　
設
　
　
　
設
　
所
　
設

数
　
館
　
施
　
館
　
施
　
力
　
施

設
　
３
　
ｊ
　
３
　
３
　
３
　
５

施
　
２
　
０
　
１
　
２
　
２
　
１

標
　
ぐ
　
ぐ
　
ぐ
　
ぐ
　
ぐ
　
ぐ

目
　
５
　
４
　
１
　
３
　
９
　
１

　
　
一
　
ム
　
ー
　
設
　
ン
　
ー

　
　
八
　
三
万
お
心
バ

　
　
セ
　
｀
　
セ
　
健
　
一
７
　
　
セ

　
　
祉
　
ホ
　
祉
　
保
　
ス
　
療

　
　
四
イ
Ｊ
一
入
雖
万

　
　
地
デ
老
老
誹
保

　
　
設
　
　
　
設

数
　
施
　
床
　
施
　
床
　
床
　
床

設
　
３
　
５
　
り
　
５
　
ｊ
　
ｊ

施
　
2
　
2
1
　
1
　
5
0
　
5
0
　
0

標
　
ぐ
　
く
　
ぐ
　
Ｇ
　
ぐ
　
ぐ

目
　
２
　
９
　
９
　
４
　
０
　
８

　
　
１
　
６
　
　
　
３
０
　
５
　
１
３

　
　
　
Ｉ
　
床
　
一
　
ム
　
ム
　
ス

　
　
タ
　
用
　
タ
　
ー

　
　
七
作
七
竿
一
ウ

　
　
ス
　
テ
　
援
　
老
　
　
　
ヽ

　
　
ビ
　
ス
　
支
　
　
　
人
　
／

　
　
　
一
　
ト
　
隻
　
護
　
老

　
　
　
　
　
　
　
一
一
’
一
‐

　
　
サ
　
ー
　
介
　
漕
　
昼
　
ア

　
　
イ
　
ヨ
　
宅
　
別
　
・
・
．
．
．

　
　
デ
　
シ
　
在
　
特
　
養
　
ケ

態
に
合
わ
せ
た
設
置
目
標
な
ど

を
九
章
に
分
け
て
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

地
域
で
安
心
し
て

暮
ち
せ
る
環
境
に

１
　
。
‘
。
乃
一
フ
£
ノ
ｊ
Ｇ
。
寥
刻
部
滋
裂
Ｊ
ｔ
に

‘
壇
器

　
印

　
率
　
　
６
　
　
８
　
　
６
　
　
５
　
　
０
　
　
只
）

　
ｓ
／
　
　
　
ｌ
　
　
一
　
　
　
一
　
　
　
Ｉ
　
　
Ｉ
　
　
■

　
□
　
　
２
　
　
５
　
　
０
　
　
０
　
　
２
　
　
５

　
力
　
　
１
　
　
５
　
　
６
　
　
７
　
　
６
　
　
５

　
増

　
囚
　
　

４
　
　
２
　
　
２
　
　
３
　
　
２
　
　
７
　
　
。

　
年
　
　
７
　
　
５
　
　
２
　
　
０
　
　
２
　
　
Ｑ
Ｊ

　
１
　
　
９
　
　
６
　
　
７
　
　
５
　
　
２
　
　
ｎ
Ｍ
）

　
１
　
　
４
　
　
７
　
　
１

　
成
　
　
０
　
　
２

　
／
　
　
２

　
平

　
固
　
　

８
　
　
１
　
　
２
　
　
５
　
　
７
　
　
０

　
年
　
　
３
　
　
５
　
　
７
　
　
９
　
　
３
　
　
４

　
　
　
　
　
０
　
　
７
　
　
０
　
　
２
　
　
１
　
　
６

　
５
　
　
・
　
　
・
　
　
。

　
　
　
　
　
２
　
　
７
　
　
１

　
成
　
　
８
　
　
１

　
平
　
　
Ｉ

　
　
　
　
　
ロ
　
者
丿
　
人
　
人
　
人
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

　 　
　
作
一
　
宍
　

老

　
　
　
　
　
人

こ
匹
　
Ｊ
　
Ｅ
　

弱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

１
Ｓ

　

　
　
　
５

　
　
　
　
　
Ｂ
Ｋ
　
　
　
　
　
　
≪
ｌ

　
　
　
　
　
総
　
高
化

実
態
調
査
毎
窺
ば
い
看
護

や
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
は
、

可
能
な
限
息

や
地
域
で
、
家
族
に
世
話
を
し

て
欲
し
い
と
望
ん
で
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
に
こ
の
計
画
で
は
、

皿四万七サ皿準水標目のスビ　
ー

サ護看問訪人老祉福宅在

陳
　
　
・
週
２
回

Ｕ
　
　
・
６
ヵ
月
程
度

慟
　
　
た
だ
し
、
対
象
者
だ
け
・

問
四
回
　
　
　
回
　
回

Ｌ
一
４
１
　
一
　
１
１
一
　
４
１
　
一

唯
回
回
　
　
　
回
　
回

回
４
１
　
一
　
４
１
　
４
１
　
一

目
　
回
　
回
　
回
　
回
　
回

眼
　
　
1
2
　
　
3
　
　
6
　
　
1
2
　
　
I

謝
　
年
　
年
　
年
　
年
　
年

　
　
り
人
性
人
　
人
　
歳
以
上
者

　
　
き
　
う
　
　
老
　
6
4
り
以
意

　
　
た
　
ほ
　
　
弱
　
i

.
1
1
歳
注

　
　
寝
老
痴
老
　
虚
　
4
0
m
4
0
要

人
護
　
回
週
　
回
週
　
回
週

　
四
　
温
　
乳
　
昌

老
一
一
’
‘
ロ
　
　
ー
　
ー
　
　
ー
　
・
　
　
・
　
―

ト
イ
　
回
間
　
回
間
　
回
間

Ｖ
　

ｗ
-
i
S
　
賢
　
　
　
　
Ｅ
一
匹

シ
ス
　
　
・
‐
　
　
゛
り
　
　
゜
‐

イ
ス
　
回
週
　
回
週
　
回
週

　
ピ
　
2
4
6
　
2
4
0
　
2
5
1

゛
一
　
　
週
年
　
週
年
　
週
年

デ
サ
　
　
・
　
・
　
　
一
　
・
　
　
・
　
Ｉ

ム
プ
ス
　
回
週
　
回
週
　
回
週

一
レ
ビ
　
3
4
6
　
　
3
4
0
　
2
5
1

゛
ノ
ー
　
週
年
　
週
年
　
週
年

ホ
ヘ
サ
　
ー
・
　
・
　
　
・
　
・
　
　
・
’
・
’
゛

　
　
　
　
り
人
　
痴
人
　
　
人
―

　
　
　
　
き
　
　
　
護
老
　
　
老

　
　
　
　
た
　
　
　
介
諮
　
　
弱

　
　
　
　
寝
老
　
要
ほ
　
　
虚

基
本
的
な
方
針
と
し
て
高
齢
者

が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
す
た

め
の
○
保
健
・
医
療
・
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
介
護
・
家
事

な
ど
の
支
援
体
制
の
連
携
を
強

化
、
○
在
宅
保
健
・
福
祉
施
策

の
充
実
、
○
在
宅
ケ
ア
を
支
え

る
た
め
の
必
要
な
施
設
の
整
備

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
寝
た
き
り
・
痴
ほ
う

の
高
齢
者
の
増
加
率
を
小
さ
く

す
る
た
め
に
の
手
段
と
し
て
、

市
民
へ
の
啓
発
の
重
要
性
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

現
在
、

具
体
的
な

数
値
目
標
を
設
定

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

例
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」
の
目
標

数
値
、
将
来
の
高
齢
者
人
口
な

ど
を
基
に
設
定
し
た
、
平
成
十

一
年
度
で
の
目
標
数
は
十
二
。

宇
治
明
星
園
と
天
ケ
瀬

苑
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、

新
た
に
必
要
な
施
設
は
十
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
国

か
ら
の
パ
イ
ロ
″
ト
事
業
で
あ

る
小
・
中
学
校
の
空
き
教
室
利

用
を
含
め
、
整
備
を
進
め
て
い

く
と
し
て
い
ま
す
。

　
。
ほ
か
に
も
、
こ
の
よ
う
な
施

設
の
目
標
数
に
加
え
、
各
サ
ー

ビ
ス
の
目
標
数
や
、
新
た
な
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
堡
匁
盛
り
込

ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
計
画
の
実
現
に
は
適

切
な
民
間
活
力
の
導
入
を
必
要

と
し
、
計
画
案
と
し
て
福
祉
公

社
の
設
立
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
市
の
実
施
計
回

と
整
合
を
図
り
な
が
ら
実
現
を

進
め
、
定
期
的
に
実
施
状
況
を

点
検
す
る
と
と
も
に
、
中
間
点

で
見
直
し
を
図
る
予
定
で
す
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

ｒ
ａ

４９
Ｊ

ｔｆＩ‘

Ｊ

Ｊゝ

・
１
一
一
‘
・
’
Ｉ
Ｉ
一
一
’
・
一
一
・
４
♂
‐
ｔ
ｊ
『
’
・
ｙ
・
Ｉ
’
Ｉ
一
一
－
一
‐
‐
！
’
ｅ
ｔ
Ｆ
一
・
χ
ｉ
″

四
｀
一
．
‘
一
ｉ
‐
Ｉ
Ｆ
・
1
1
1
1
″
ｙ
Ｉ
’
Ｉ
一
’
一
一
Ｉ
Ｉ
″
Ｓ
″
一
‘
一
ヽ
；
Ｉ
・

2
面
で
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
を
解
説

｀ Ｅ
ン
｀
一
ｔ
ｌ
一
　
　
　
　
　
．
「
ａ
ａ
ｌ
　
ｊ
ｊ
ｊ
ｔ
一
‐
．
犬

　
鯛
　
　
　
　
　
　
　
一

遡
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　

」
弩
ｒ
ｉ
、
　
　
　
Ｅ
・

　
　
ｉ

一
　

』

｛

…
…
…
…
…

・
、
し
.
　
Ｖ
　
　
　
-
＊
.
　
■
.
　
･
　

｝
皿
一
四
　
　
　

ｌ
ｒ
　
４
　
凛
難
心

　
　
　
　
j
C

．

.

^

-
≪
≪
？
　
･

･
.

Ｉ
一
一
一
ｉ
・
・
’
・
’
＝
’
＝
＝
＝
ｊ

．
．
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
匿
I
I

　
　
一
．
、
．
今
い
｀
‘
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　

ド
　
　
　
　
　
＆
一
一
一
＝
』
一
＝
一
』
＝
霊
＝
ｉ

Ｓ

｀

ｔ
　
・
　
４
’
ダ
レ
｀
Ｊ
４

χ

．
匹

じ

司
ｒ
゛
　
‐
’

い
虹

’
ｉ

～
‥

‘・
Ｌ
執
バ
゛
’
一
“
Ｊ
　
ご
画
一

こ
イ
な
プ
　
　
　
｀
’
奪
町
一
…
…
…
レ
ー
．
、

≒

い
づ
ｙ
‘
こ
ｔ。
ヽ
一
一

1
1
1
1
1
　
1

　
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
」

■

Ｓ

'

.

-
.
-
ｉ
"
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
ハ
Ｊ
＝
腫
爾

'

*
　
■
.
？
*
　
.
　
　
　
　
　
　
　
．
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
Ｌ
Ｉ
Ｉ
＝
題
一
一
・
一
壽

　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
―
・
・
・
Ｉ
・
！
・
ｉ
・
！

　
Ｅ
　
．
イ
　
’
ム
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麺
類

　
］
り
’
　
　
　
　

・
‘
｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
一

　
　
　
　
（
’
-
ﾚ
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
雌
9
1
1
1
州

　
　
　
　
ｔ
・
　
－
珈

1
1
1
1
1
1
一
際

　
　
漸
　
　

－
一
一
）
嘩

　
　
　
　
ｒ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
4
1
1
1
1
1
川

　
　
　
　
’
　
ぐ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
ハ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｜

．
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　

Ｊ
り

　
　
　
　
　
／
ぺ
・
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
コ
陶

　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　

’
　
　
　
　
　
　
　

州

　
　
　
　
．
々
ｙ
　
　
　
。
　
　
　
　
　

Ｆ
’
―
　
］
．
　
　
ｊ
Ｆ
　
Ｉ

　
　
　
　
　
゛
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
　
－
　
　
　
一
一
一
一
一
一
■
Ｉ

　
　
　
　
゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
｀

　
　
｛

ｉ
　
　
　
ｌ
　
－
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
－
｝

‥
、
゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

こ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
‘

’
ヽ
　
　
　
　
　
　
・
’
ド
　
　
　
　
～
Ｂ
　
i
s

　
ｙ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
‘
’
｀
’
　
　
　
　
」
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
’
１
ふ

ぃ
・

‘
　
　
　
　

考

一
Ｊ
〈
　

　
↓
■
■
'
■
＾
■
ｆ
.
ｍ
＾
.
　
　
　

Ｉ
Ｉ

ｉ

＜
Ｊ

軋

に

＼
尹
」

｝
｀

・

祚
煮

１
吠
ご

叫
・
｛
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を
活
い

大
生
ろ

拡
の
い

の
族
　
ヽ

ス
家
も

ビ
　
｀
に

一
れ
か

サ
入
ほ

祉
り
の
へ

福
取
ス

健
を
ビ
９

保
ち
一
3
1

な
持
サ
２

々
気
る
線

様
や
す
内

た
え
介
ぐ

じ
考
紹
課

応
　
ヽ
ヽ
策

に
く
回
対

態
な
今
会

状
で
　
・
社

の
け
す
寿

者
だ
ま
長

齢
況
き
　
ヽ

高
状
い
は

ヽ
の
て
く

は
体
っ
し

で
身
図
詳

画
の
を
　
・

計
者
実
す

祉
齢
充
ま

福
高
の
り

健
　
・
ス
あ

保
す
ビ
が

人
ま
Ｉ
　
ス

老
い
サ
ビ

市
て
た
Ｉ

治
し
じ
サ

宇
指
応
な

　
目
　
に
　
ろ

3
4

6

様々な保健福祉サービスを設定

　各施設・サービスを一部紹介します
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―
　
―
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号
2 51 0

第行
発日い

１
１

月ｒ
Ｄ

ｊ年ｇ
）

成平Ｃ年
9 41 9

一二

一・＠●●一・＠

整
備
さ
れ
た
歩
道
に

犬
の
フ
ン
が

井
川
遊
歩
道
の
一
部
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
桜
並
木
の
ほ
か

四
季
の
花
が
植
え
ら
れ
、
散
歩

きぶまや

が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
、

公
園
の
砂
場
や
木
の
根
元
に
放

置
さ
れ
た
犬
の
フ
ン
、
井
川
の

水
の
汚
れ
に
心
が
痛
み
ま
す
。

三
歳
の
子
供
も
「
い
や
ね
え
…
」

と
つ
ぷ
や
き
ま
す
。

　
大
切
な
私
た
ち
の
財
産
と
し

て
、
い
つ
ま
で
も
美
し
い
ま
ま

次
の
世
代
に
残
し
て
あ
げ
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
毎
日
歩
く

人
も
時
々
訪
れ
る
人
も
「
来
た

と
き
よ
り
も
美
し
く
」
を
心
掛

け
た
い
で
す
ね
。

　
　
（
小
倉
町
神
楽
田
、
女
性
）

　
〔
市
か
ら
〕
　
一
部
の
人
と
は
言

え
、
自
分
の
犬
の
フ
ン
の
始
末

と
い
う
最
低
限
の
マ
ナ
ー
が
守

中集募稿投

　
　
「
私
も
ひ
と
こ
と
」
は
身
近
な
話
題
や
提
案
な
ど
を
四

百
字
以
内
に
ま
と
め
、
広
報
課
ま
で
。
ま
た
「
昔
め
ぐ
り
」

（
下
の
囲
み
）
の
写
真
も
募
集
中
。
市
内
の
な
つ
か
し
い
写

真
を
お
持
ち
の
人
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ら
元
て
い
な
い
と
い
う
の
は
残

念
な
こ
と
で
す
。
フ
ン
は
飼
い

主
が
貢
任
を
持
っ
て
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

＠・・●＠・Ｓ●

住
み
や
す
く
な
っ
た

宇
治

転
勤
で
宇
治
を
離
れ
て
い
ま

し
た
が
、
十
一
年
振
り
に
戻
っ

て
き
て
、
目
を
見
張
る
思
い
で

し
た
。
住
み
や
す
く
な
っ
た
と

共
に
。
町
全
体
が
明
る
く
活
気

に
満
ち
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
。
特
に
中
央
図
書
館
が
で
き

て
い
た
こ
と
が
有
り
難
か
っ
た
。

た
だ
、
遠
い
の
が
難
点
で
す
。

こ
の
た
び
開
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、

こ
こ
に
図
書
館
が
併
設
で
き
た

ら
各
年
代
の
人
が
利
用
で
き
、

心
の
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

開
設
を
切
に
願
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
先
日
、
テ
レ
ビ
で

小
倉
小
学
校
の
空
き
教
室
を
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
の
必
要
な

お
年
寄
り
に
来
所
し
て
も
ら
い
、

入
浴
や
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
と
い
フ
も
の
）
向
け
に
転

用
す
る
話
を
見
て
、
文
化
・
福

祉
な
ど
行
政
が
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
、
し
ば
ら

く
こ
の
地
を
離
れ
て
い
た
者
に

は
頼
も
し
ぐ
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
（
神
明
石
塚
、
田
村
恵
美
子
）

『一一
｀

一｝
一一一

市
民
情
報
短
信

　
催
　
し

◆
ム
ジ
ー
ク
・
ク
ラ
イ
ン
室
内
合

奏
団
定
期
演
奏
会
　
５
月
2
2
日

聞
午
後
２
時
開
演
、
文
化
セ
ン

タ
ー
小
ホ
ー
ル
。
ド
ボ
ル
ザ
ー

ク
「
弦
楽
セ
レ
ナ
ー
デ
」
ほ
か

客
演
大
友
直
人
さ
ん
。
千
円
。

今
＃
S
2
3
・
1
7
8
2
．

◆
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
入
門
講
習
会

　
５
月
1
9
日
～
８
月
1
8
日
の
木

曜
午
前
1
0
時
～
正
午
か
午
後
７

時
１
９
時
の
い
ず
れ
か
、
宇
治

公
民
館
。
３
千
５
百
円
。
当
日

会
場
で
の
申
し
込
み
も
可
。
西

村
豊
3
2
･
　
ｃ
ｏ
ｉ
ｏ
ｏ
ｃ
ｎ
”

　
募
　
集

◆
源
氏
の
つ
ど
い
　
源
氏
物
語

の
学
習
。
毎
月
第
２
・
４
金
曜

午
前
1
0
時
～
午
後
５
時
、
宇
治

公
民
館
。
３
ヵ
月
で
千
円
。
越

村
豊
2
1
・
4
0
7
2
．

◆
環
境
Ｓ
Ｏ
Ｓ
　
身
近
な
環
境

昔めぐり　宇治橋架け替え工事

　　（昭和IO年ごろ。左側が現在の

　　　　橋。市観光協会提供）

問
題
の
学
習
。
毎
月
第
１
・
３

火
曜
午
前
1
0
時
～
正
午
、
宇
治

公
民
館
。
月
千
円
。
奥
田
豊
4
3

・
Ｏ
Ｑ
μ
Ｄ
７
０

◆
は
ま
ち
ど
り
古
文
書
研
究
会

毎
月
第
２
・
４
火
曜
午
後
７
時

～
９
時
、
広
野
公
民
館
。
月
千

５
百
円
。
伊
藤
豊
4
3
・
８
８
５

◆
染
染
め
物
毎
月
第
１
・

３
火
曜
午
前
９
時
１
正
午
、
広

野
公
民
館
。
長
岡
豊
4
3
・
４
０

◆
編
み
物
サ
ー
ク
ル
（
新
規
）

毎
月
第
１
・
３
水
曜
午
前
1
0
時

～
正
午
、
小
倉
公
民
館
。
同
館

容
2
2
･
　
M
'
Ｃ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
t
-
”

◆
つ
ま
み
絵
　
毎
月
第
２
・
４

金
曜
午
前
1
0
時
～
正
午
、
小
倉

公
民
館
。
月
千
２
百
円
。
小
泉

萱
2
1
・
2
4
9
4
．

◆
書
　
道
毎
月
第
１
・
３
水

曜
午
後
１
時
半
～
３
時
半
、
小

倉
公
民
館
。
月
７
百
円
。
木
下

登
2
1
・
4
7
8
8
．

◆
宇
治
市
史
を
学
ぶ
会
　
毎
月

第
１
・
３
土
曜
午
後
２
時
～
４

時
、
小
倉
公
民
館
。
３
ヵ
月
で

４
千
円
。
吉
沢
豊
3
2
・
４
２
１

◆
煎
茶
サ
ー
ク
ル
　
毎
月
第
１

・
３
月
曜
午
後
Ｉ
時
～
４
時
、

小
倉
公
民
館
。
月
千
５
百
円
。

前
田
豊
2
2
・
4
2
3
6
．

　
●
記
事
募
集
中
●

　
市
民
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募

集
や
催
し
の
案
内
な
ど
を
毎

月
‥
八
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

希
望
す
る
サ
ー
ク
ル
は
原
稿

を
前
月
1
5
日
（
必
着
）
ま
で
に

広
報
課
（
き
2
2
・
3
1
4
1

内
線
2
0
6
9
）
へ
郵
便
か

持
参
で
。
営
利
・
宗
教
・
政
治

活
動
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

　
剛
市
公
園
公
社
で
は
、
ま

ち
に
緑
を
増
や
し
、
潤
い
と

安
ら
ぎ
の
あ
る
環
境
を
作
ろ

う
と
、
生
け
垣
づ
く
り
の
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
な
ど

の
緑
化
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
同
公
社
事
務
局

文化センター開館10周年記念

　ふたりのビッグショー

皿四比心四

m
3
3
・
4
0
0
1
）
へ
。

〈
生
け
垣
を
つ
く
り
た
い
〉

　
生
け
垣
を
新
設
す
る
場
合

は
Ｉ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
五
千

円
以
内
で
総
額
五
万
円
を
限

度
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を

生
け
垣
に
変
え
る
場
合
は
Ｉ

メ
ー
ト
ル
当
た
旦
〈
千
円
以

内
で
総
額
六
万
円
を
限
度
に

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

〈
記
念
植
樹
を
し
た
い
〉

　
個
人
が
結
婚
や
出
産
を
記

念
し
て
植
樹
す
る
場
合
や
、

地
域
団
体
な
ど
が
そ
の
活
動

の
節
目
を
記
念
し
て
植
樹
す

る
場
合
に
は
、
記
念
植
樹
の

樹
木
を
配
布
し
Ｊ
よ
す
。

〈
庭
先
を
花
で
飾
り
た
い
〉

　
町
内
会
や
商
店
街
な
ど
が

道
路
に
面
し
た
庭
先
な
ど
を

花
で
飾
る
場
合
に
は
、
プ
ラ

ン
タ
ー
に
用
土
と
花
の
苗
を

付
け
て
貸
し
出
し
ま
す
。

Ｉ
　
　
　
剔

朗
　
　
烈
ル

太
　
　
　
半
　
一

浩
　
り
時
　
ヽ

見
火
５
ホ

7
　

1
　
臥
凱
大

　
　
４
旧
一

　
　
１
限
夕

　
　
月
Ｅ
ン

匹
　
６
嘲
セ

千
　
　
　
　
　
　
　
レ
し

倉
　
　
　
　
６
イ

島
　
　
後
文

題
　
　

午

入
場
ご
希
望
の
人
は
申
し
込
み
を
團

づ
ノ
ノ
…
…
。
『
ｊ
。
・
－
い
ハ
…
…
…

｀ 八
八
に
‥

¨ 一
い

た
”
゜
゛
゛
゛

。

　
　

　

圈
目
凹
－
　
刊
削
琵
牡
い

゛
　
往
復
は
が
き
（
１
人
１
枚
）
　
Ｔ
）
〈
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
　
　
　

　
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
゛
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
め
ま
。
・

’
を
明
記
庖
５
月
2
5
日
出
【
必
、
す
０
　
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
一

】
着
）
。
ま
で
に
宇
治
市
文
化
セ
　
タ
ー
（
豊
2
0
・
2
1
1
1
）
へ
。

‘

4
7

３

｀

Ｉ

一

　　　　　　人形劇サークル「ラディッシュ」

　小倉公民館で活動し、３月　や動かし方を勉強したもので

にlO周年を迎えました。現在　す。今も試行錯誤の連続です

８人のメンバーが、公民館の　けれど…。公演中、こことい

ほか子供仝などの行事で呼ば　うところで観客が反応してく

れ、市内あちこちで公演活動　れると本当にうれしい。やる

中。今年３月に開かれた京都　人とみる人とが一体になれる

演劇フェスティバルでは、‐　瞬間が一番ですね。みんな和

丸となって取り組んだことが　気あいあい、楽しみながらや

認められ、2Ia]目の出場にし　っているので興味のある人は、

て奨励賞を受賞しました。　　ぜひのぞいてみてください」

　　「最初は人形の作り方も分　とおっしゃっています。

からなかったので、よその劇　　問い合わせ　結城恭子さん

を見に行っては人形の作り方（豊24－1650）。

Ｑ
　
交
通
事
故
を
起
こ
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
警
察
に
は

届
け
ま
し
た
。
幸
い
相
手
の

け
が
も
た
い
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
後
、

補
償
な
ど
に
つ
い
て
、
ど
の

ぶ
つ
に
話
を
し
て
い
っ
た
ら

良
い
で
し
ま
妬
。

Ａ
　
交
通
事
故
で
の
紛
争
は

多
く
の
場
合
、
示
談
に
よ
っ

て
解
決
し
て
い
ま
す
。
示
談

は
、
被
害
者
と
加
害
者
の
交

渉
に
よ
っ
て
、
示
談
金
（
賠

償
金
）
の
額
や
支
払
い
方
法

な
ど
、
条
件
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
合
意
に
達
す
れ
ば
示

談
書
を
作
成
。
示
談
金
が
支

払
わ
れ
、
円
満
解
決
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
示
談
を
進
め
よ
う

に
も
、
事
故
直
後
は
相
手
の

感
情
も
高
ぶ
っ
て
い
て
、
な

か
な
か
話
に
は
な
り
に
く
い

も
の
で
す
。
誠
意
を
持
ち
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事

を
考
え
、
相
手
が
冷
静
に
な

る
ま
で
待
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
具
体
的
な
話
の
進
め
方
な

ど
の
相
談
峡
次
の
機
関
で

行
っ
て
い
ま
す
。

＊
京
都
府
交
通
事
畝
相
談
所

　
（
京
都
市
上
京
区
竹
屋
町
通

堀
川
西
入
る
、
容
０
７
５
・

８
０
１
・
7
8
1
0
）
。
受
け

付
け
は
月
曜
ｔ

９
時
Å
1
1
1
時
半
と
午
後
１
時

～
４
時
。

＊
㈲
日
本
損
害
保
険
協
心
一
京

都
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
（
京
都
市
下
京
区
西

洞
院
通
塩
小
路
上
ル
日
本
生

命
京
都
三
哲
ビ
ル
５
階
、
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公民館　　　　　　　上

■木幡公民館(S32－8290)

　圃いずれも同館。

　　〈男の卑斗ﾐE里入門〉C〉5月21日出

午前10時～正午、28日(土)午前lO時

～午後１時半[〉500円E〉先着20 九

　　〈外国米を使った料理教室〉Ｄ

５月25日㈹午前10時~午後１時半

[>800円E〉持ち物…エプロン・三

角きんC〉先着28人。

福祉

■在宅老人家族介護者教室

　【〉５月21日(土)午後2時~4時、

宇治明星園デイ・サービスセンタ

ベ〉テーマ…高齢者に役立つ住宅

改造の手引き[圃同センター(a

23－6115)｡送迎を希望する人は

事前に連絡し、当日午後１時40分

に京阪宇治駅前集合。

■デイ・サービス

　　〈ボウリング教室〉C〉5月21日

出午後I時半、松園ボウル(小倉

町)集合≫対象…市内在住で体に

障害のある人とその家族。先着30

人E〉500円(２ゲーム、靴券込み)

圃社会福祉協議会(公22－5650)。

・国民年金保険料の免除申請

　第一号被保険者で、収入が減る

かなくなるかして保険料納付が

困難なとき、申請して承認される

と保険料がが余されます。ただし、

が余された期間の年金の額は三分

の一となります。また、後に経済

的に余裕ができた場合、将来、よ

り多くの年金を受け取るために、

十年前までさかのぼりバ呆険料を

納めることができます。圃国民年

金課(内1泉2334)。

スポーツ

■トレーニング機器実技講習会

　E〉28日出午後＼時～と3時半～

の２回。黄槃体育館E〉対象…15

歳以上の人(中学生は不可)。各

先着30人E〉1000円[1115日(日)午前

９時から同館へ直接。顔写真(3

センチ×2.5センチ)１枚が必要。

ニュースポーツ教室

　[〉①16日(月)=木幡中学校②19日

困＝東宇治中学校③20日(i)＝宇治

中学校、いずれも午後７時半~9

時半[〉①はソフトバレーボール・

バウンドテニス②③はソフトバレ

ーボール・バウンドテニス・イン

ディアカ。上靴が必要蹟市民体

育課(内線2622)。

募集

■自衛官

　C〉種目・受け付け期間・対象…

２等陸士＝5月20日廊まで、18歳

以上27歳未;薗の男子図宇治募集

事務所(酋44－7139)、市役所企

画管理部総務課(内線2052)。・、

うちの人気者大募集

　あなたの家の人気者募集。

｢うぢの子をぜひ｣｢おじ

いちゃんの誕生日の記念日

に…｣なんて人はどしどし

ご応募を。

　[函毎月20日までに広報課

(内線2070)。

■育成学級アルバイト指導員

　[〉勤務内容…育成学級の児童の

指導補助、月曜～金曜[〉応募資格

…45歳以下の人C〉採用…応募者の

中から必要に応じて選考[圃市販

の履歴書を社会教育課(内呆泉2616)

へ本人力付寺参で。18日伽まで。

・高齢者事業団団員募集

　宇治高齢者事業団では、働くこ

とを希望する人を募集しています。

事業団には、草刈りや清掃、植

木や芝生の手入れ、市営駐輪場の

整理・管理など多くの仕事があり

ます。今までの経験を生かして地

域のために役立つ仕事がしたいと

いう人は、同事業団(S23－2899)

へ。

講座・教室

■城南地域職業馴練センターの講座

　圏いずれも同センター(S46－

0688)。

　　〈ワープロ初級〉６月８日～７

月９日の水曜午後６時半～９時と

土曜午前９時半～正午C〉1万17

00円。　くパソコンロータス123

初級〉６月９日～24日の月・火

・木・金曜、午前９時半～正午

(一部午後３時半まで)[〉9400円

　　〈パソコンベーシック〉６月２

日~7月４日の月・木曜、午後６

時半~9時E〉1万3000円。　くパ

ソコンＭＳ－ＤＯＳ〉６月９日～

27日の月・木曜、午後6時半～９

時E〉7800円。

■教育キャンプ指導者養成講習会

　C〉講義＝6月12日(日吽前9時～

午後4時半、宇治公民館。宿泊研

修=

18日出午前９時～19日(日)午後

５時、炭山キャンプセンタベ〉対

象…市内在住・在勤で、各種団体

で野州舌動の指導をしている人か

指導者を目指す人先着40人[〉40

00円[1131日(火)までに市民体育課

(内線2621)。全日程修了者には市

野刑舌動指導者に認定。また、日

本キャンプ協会公認の初級指導者

資格取得の申請ができます。

お知らせ

■第8回歴史散策

　C〉29日(日)午後１時半J

R石山駅

集合E〉行き先…瀬田唐橋～橋守神

社～石山貝塚～石山寺門前ほかC〉

定員…先着40人[函歴史資料館

(普20－1311)。
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健 康 医 療 課 ( 内 線 2 3 3 3 )
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